
 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

 釧路校長会では長年にわたり、自主的に研究協議会を

開催してきた。釧路管内の校長が一堂に会し、研究課題

に基づく研究協議を行うとともに、会員相互の親睦を図

ることを通して、結束を強めてきた。 

 今年度は、釧路管内が直面する課題を追究する3カ年

研究計画の２年次として「第62回釧路校長会研究協議

会」を11月 11日に開催した。コロナ禍においても、釧

路校長会全体の課題意識の共有化と組織的な実践研究の

充実、さらには会員個々の職能向上を目指し、研究活動

に取り組んでいる。 

 

２ 研究及び活動の計画 

（1）研究計画 

  研究主題   

 

 

 

 

（2）活動計画 

  ①第62回釧路校長会研究協議会の開催 

  ②各種研究大会への参加体制づくり（道小、全連小、道中、全日中） 

  ③全連小石川大会第12分科会「自立と共生」提言に向けた特別委員会 

  ④道中宗谷・稚内大会第２分科会「資質・能力の育成と評価」提言に向けた特別委員会 

視点1「組織運営の改善・強化」 

組織運営体制の充実と「社会に開かれた教

育課程」編成における校長の指導力 

 

2年次テーマ 

学校教育目標を踏まえたカリキュラム・マ

ネジメントの実現に向けた校長の指導力 

視点2「教職員の資質・能力の育成」 

社会の変化や技術の急速な進展を踏まえ

た教員の資質・能力の向上をめざす校長の指

導力 

2年次テーマ 

 教職員のキャリアステージを見通した計

画的なミドルリーダー育成を推進する校長

の指導力 

釧路の風土で新たな価値を創造し、未来を生き抜く児童生徒の育成を目指す学校教育の推進（2/3 年次） 
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共通する要素 

 教職員の意識改革や資質・能力の向上、家庭や地域との連携、学校段階等間の連携など 

 

各町村校長会の取組  各学校の実践 

釧路校長会研究協議会 



３ 研究及び活動の概要 

（1）第62回釧路校長会研究協議会の開催 

  ①全体会 

  【全連小石川大会「自立と共生」提言発表】 

「子どもの育ちへの思いや願いを共有する特別支援教     

育の推進」……鶴居村立下幌呂小学校 土居 慎也 

  【道中宗谷・稚内大会「資質・能力の育成と評価」 

提言発表】 

  「新たな時代に求められる資質・能力の育成と学習評   

価の充実」 ……標茶町立虹別中学校 蠣崎 浩一 

  【第1分科会「組織運営の改善・強化」提言】 

  「学校段階等間や地域との連携を通じ『社会に開かれ 

た教育課程』を実現する校長の指導力」 

         ……厚岸町立太田中学校 沼田 卓二 

  【第2分科会「教職員の資質・能力の育成」提言】 

  「教職員のキャリアステージを見通した計画的なミド 

ルリーダー育成を推進する校長の指導力」 

         ……鶴居村立鶴居中学校 渕本 浩之 

  ②分科会 

   協議①：分科会提言に基づくグループ協議 

   協議②：個人実践レポートに基づくグループ協議 

（2）各種研究大会への参加 

  ①道小石狩・千歳大会（９月10日～11日） 

   参加期待数：10名 ※オンライン開催 

  ②全連小石川大会（10月 21日～22日） 

   参加期待数：２名 第12分科会提言（誌面） 

  ③道中宗谷・稚内大会（９月24日～25日） 

   参加期待数：６名 第2分科会提言（オンライン） 

  ④全日中静岡大会（10月 21日～22日） 

   参加期待数：1名 ※オンライン開催 

（3）特別委員会の開催 

  ①全連小石川大会提言に係る特別委員会  ……６名６回（前年度から継続） 

  ②道中宗谷・稚内大会提言に係る特別委員会 …６名６回（前年度から継続） 

 

４ おわりに 

 今年度の研究協議会は、昨年度に引き続きコロナ禍の中での開催となった。昨年度の反省を生か

してグループ協議の場所と時間の確保に努め、感染症対策を徹底しながら、昼食をはさんで１日日

程で実施した。全体会では全連小石川大会、道中宗谷・稚内大会での提言発表とともに、２人の校

長が課題別テーマに即した提言発表を行った。また、各分科会では提言発表や個人実践レポートの

内容に基づき、課題解決に向かう校長の指導性について協議した。 

 それぞれの提言は、自校の実践だけにとどまらず、校長会としての組織的な取組、関係機関との

連携、各町村校長会による積極的な関与を発表する機会となり、明日からの学校運営に直結する実

り多い研究協議となった。 

 コロナウイルスの感染拡大が落ち着いてきたとは言え油断することはできない状況である。この

ような状況においては校長のリーダーシップが一層求められており、今後も会員各位の理解と協力

を糧に組織を挙げて研究活動に臨む所存である。 


